
 

 

 

 

平 成 2 9 年 ９ 月 2 6 日 

                           国土政策局広域地方政策課 

 

梅雨前線に伴う豪雨などによる災害の 

対策に緊急的に予算支援します！ 
～平成29年度 第２回 災害対策等緊急事業推進費の配分について～ 

 

平成29年７月九州北部豪雨を含む梅雨前線に伴う豪雨や、崖崩れなどにより被災した

地域で、再度災害防止のために実施する河道掘削等による洪水対策や、道路等の法面保

護による崖崩れ対策などに緊急的に予算を配分します。 

 

災害対策等緊急事業推進費は、年度途中に発生した自然災害による被災地域や重大な交通事故が発

生した地域において、当初予算では対応しきれない対策に年度内に緊急に予算支援する制度です。 

 

 配 分 額  
 

災 害 対 策（15件） [国費]   5,673百万円   

１．河川の越水・溢水対策 

○秋田県 （２件） 雄物
オ モ ノ

川水系雄物
オ モ ノ

川 
○福岡県 （２件） 遠賀

オ ン ガ

川水系彦
ヒコ

山
サン

川、筑後
チ ク ゴ

川水系筑後
チ ク ゴ

川 

○大分県 （２件） 山国
ヤマクニ

川水系山国
ヤマクニ

川、筑後
チ ク ゴ

川水系花月
カ ゲ ツ

川 

○福島県 （１件） 阿賀野
ア ガ ノ

川水系田
タ

の口沢
クチザワ

川 

○愛知県 （１件） 庄内
ショウナイ

川水系合
アイ

瀬
セ

川 

○静岡県 （１件） 都
ミヤコ

田
ダ

川水系神宮
ジングウ

寺
ジ

川 

○和歌山県（１件） 佐野
サ ノ

川水系佐野
サ ノ

川 

２．崖崩れ対策 

○岐阜県 （１件） 一般県道槍ヶ岳
ヤリガタケ

公園
コウエン

線 

○京都府 （１件） 主要地方道笠置
カ サ ギ

山添
ヤマゾエ

線 

○新潟県 （１件） 主要地方道佐渡
サ ド

一周
イッシュウ

線 

○島根県 （１件） 市道新澄川
シンスミガワ

線 

○熊本県 （１件） 国有林（嶽
タケ

地区） 

 

【添付資料】・別添１ 実施概要  

・別添２ 執行地区一覧表 

・別添３ 執行地区個票  

【問合せ先】 

 国土交通省国土政策局 

広域地方政策課調整室 

  専門調査官 親谷（内線29-915） 

     主査 福田（内線29-925） 

        井上（内線29-923） 

  代表 03-5253-8111 

  直通 03-5253-8360 

  F A X 03-5253-1572 



平成29年度 第２回 災害対策等緊急事業推進費 実施概要 
 

 

 

１．河川の越水・溢水対策 【 10件 4,975百万円（国費）】 別添３(１)～(10)のとおり 

 

 事例：(１)河川激甚災害対策特別緊急事業 雄物
オ モ ノ

川水系雄物
オ モ ノ

川 

   平成29年７月22日の梅雨前線に伴う豪雨により雄物川から溢水し、床上浸水などの甚大

な浸水被害が生じた。  

   このため、「河川激甚災害対策特別緊急事業」の初年度に災害対策等緊急事業推進費（以

下「推進費」という。）を活用して緊急的に築堤を実施し、地域住民の安全・安心を確保

する。 

 

 事例：(５)河川改修事業 筑後
チ ク ゴ

川水系花月
カ ゲ ツ

川 

   平成29年７月九州北部豪雨により花月川から溢水し、床上浸水などの浸水被害が生じた。

 今後の豪雨に対し再度災害防止を図るため、推進費を活用して緊急的に河道掘削を実施

し、地域住民の安全・安心を確保する。 

 

 

２．崖崩れ対策 【 ５件 698百万円（国費）】 別添３(11)～(15)のとおり 

 

 事例：(12)道路更新防災等対策事業 主要地方道笠置
カ サ ギ

山添
ヤマゾエ

線 

   平成29年４月18日の崖崩れにより主要地方道笠置山添線の京都府相楽郡
ソウラクグン

笠置町
カサギチョウ

大字

笠置
カ サ ギ

地先で44日間の全面通行止めが発生した。 

   崖崩れによる再度災害を防止するため、推進費を活用して緊急的に落石防護工などの落

石対策を実施し、通行の安全及び地域住民の安全・安心を確保する。 

 

別添１ 



別添２

【災害対策】

事業費 国費

１．河川の越水・溢水対策

河川（直轄）

(１)
河川激甚災害対策特別緊
急事業

雄物川水系雄物川 国土交通省 秋田県 大仙市協和小種地先 580 580

(２) 河川改修事業 雄物川水系雄物川 国土交通省 秋田県 秋田市豊岩豊巻～下浜楢田地先 1,720 1,720

(３) 河川改修事業 遠賀川水系彦山川 国土交通省 福岡県 田川郡添田町庄地先～落合地先 325 325

(４) 河川改修事業 山国川水系山国川 国土交通省 大分県 中津市耶馬溪町柿坂地先 100 100

(５) 河川改修事業 筑後川水系花月川 国土交通省 大分県 日田市丸山地先～住吉地先 1,000 1,000

(６) 河川改修事業 筑後川水系筑後川 国土交通省 福岡県 朝倉市八幡地先～林田地先 670 670

河川（補助）

(７) 河川改修事業 阿賀野川水系田の口沢川 福島県 福島県 南会津郡只見町大字只見地内 320 160

(８) 流域治水対策事業 庄内川水系合瀬川 愛知県 愛知県 丹羽郡大口町新宮、萩島地先 600 300

(９) 河川改修事業 都田川水系神宮寺川 静岡県 静岡県 浜松市北区引佐町栃窪地先 100 50

(10) 河川改修事業 佐野川水系佐野川 和歌山県 和歌山県 新宮市三輪崎地内 140 70

計 10件 5,555 4,975

２．崖崩れ対策

地方道（補助）

(11) 道路更新防災等対策事業 一般県道槍ヶ岳公園線 岐阜県 岐阜県 高山市奥飛騨温泉郷神坂 140 70

(12) 道路更新防災等対策事業 主要地方道笠置山添線 京都府 京都府 相楽郡笠置町大字笠置地先 182 91

(13) 道路更新防災等対策事業 主要地方道佐渡一周線 新潟県 新潟県 佐渡市豊岡地内 110 55

(14) 道路更新防災等対策事業 市道新澄川線 益田市 島根県 益田市匹見町澄川地内 200 100

治山（直轄）：林野庁

(15) 国有林野内治山事業 嶽地区 林野庁 熊本県
宇城市三角町嶽国有林316ｲ林小
班

382 382

計 5件 1,014 698

総　計 15件 6,569 5,673

［金額単位：百万円］

平成29年度 第２回 災害対策等緊急事業推進費 執行地区一覧表

種　別

事業主体名 施行地

実施計画額

事業名



H29.7洪水浸水範囲

地域特性を踏まえた治水対策

凡 例

①
30k

40k
50k

河川激甚災害対策特別緊急事業区間

A’A

推進費施行区間L=6,800m
築堤 L=6,800m

②

雄和雨量観測所
ゆうわ

秋田市

平成29年７月22日の梅雨前線に伴う豪雨により、雄物川中流域で溢水し、

床上浸水などの浸水被害が生じた。

このため、「河川激甚災害対策特別緊急事業」の初年度に推進費を活用し

て緊急的に築堤を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

秋田県大仙市協和小種地先

５８０

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）５８０

（１） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川激甚災害対策特別緊急事業（雄物川水系雄物川）
オモノ オモノ

ダイセン キョウワコタネ

１

【平面図】

米代川

雄物川

子吉川

◎

玉川

皆瀬川

秋 田 県
施行箇所秋田市

雄和雨量観測所
ゆうわ

▽ 計画堤防高

A ｰ A’断面

H.W.L-2.0m
H.W.L-1.0m

H.W.L

築堤
計画堤防幅

L=７ｍ

L=２２ｍ

L=１m

【位置図】 【断面図】

推進費施行箇所

平成29年7月24日撮影

写真②

築堤

①
雄物川

写真①

平成29年7月24日撮影

浸水状況（福部羅地区）
ふく べ ら

別添３



②

雄和雨量観測所
ゆうわ

0k

20k

黒瀬地区
く ろ せ

①10k

A’

A

平成29年７月22日の梅雨前線に伴う豪雨により、雄物川中流域で溢水し、

床上浸水などの浸水被害が生じた。

今後の豪雨に対し、再度災害防止を図るため、推進費を活用して緊急的

に河道掘削を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

秋田県秋田市豊岩豊巻～下浜楢田地先

１，７２０

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）１，７２０

（２） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（雄物川水系雄物川）
オモノ オモノ

アキタ トヨイワ トヨマキ シモハマナラ タ

２

【平面図】

米代川

雄物川

子吉川

◎

玉川

皆瀬川

秋 田 県

秋田市

雄和雨量観測所
ゆうわ

施行箇所

【位置図】

推進費施行区間 L=1,600m
河道掘削 V=170,000m3

7.7K7.7K

HWL= 8.074

▽平水位

A ー A’断面

計画高水位(H.W.L)

河道掘削
▽平水位

L=590m

L=90m

L=5m

H29.7洪水浸水範囲

凡 例

【断面図】

平成26年10月撮影

写真②

推進費施行箇所

写真①

平成29年7月24日撮影

浸水状況（黒瀬地区）

黒瀬地区

く ろ せ

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

黄 次年度以降の実施予定

A’ A



A-A’断面

河道掘削
河道掘削

護岸

今回洪水痕跡水位

約15m 約15m

約1.5m

約4m

約60m

田川郡添田町

23K

24K 25K 26K

第二鉄道橋

推進費施行区間

河道掘削 Ｖ＝２１，５００ｍ３
護 岸 工 Ａ＝ ５，９５０ｍ２

①

②

H29.7洪水浸水範囲

施行範囲 Ａ’

Ａ

掘削区間：23k-23.6k

掘削区間：24k-24.6k

掘削区間：25.8k-26.2k

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

H29.7.5出水の浸水エリア

平成29年７月九州北部豪雨により、彦山川から溢水し、床上浸水などの浸

水被害が生じた。

今後の豪雨に対し、再度災害防止を図るため、推進費を活用して緊急的に

河道掘削を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

福岡県田川郡添田町庄地先～落合地先

３２５

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）３２５

（３） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（遠賀川水系彦山川）
オンガ ヒコサン

タガワ グンソエダマチ ショウ オチアイ

３

【平面図】

【断面図】

福岡県

位置図

施行箇所

彦山川

遠賀川流域 英彦山雨量観測所

【位置図】

① ②



平成29年７月九州北部豪雨により、山国川から溢水し、床下浸水などの浸

水被害が生じた。

今後の豪雨に対し、再度災害防止を図るため、推進費を活用して緊急的に

河道掘削を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

大分県中津市耶馬溪町柿坂地先

１００

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）１００

（４） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（山国川水系山国川）
ヤマクニ ヤマクニ

ナカツ ヤバケイマチ カキサカ

４

【平面図】

【位置図】
凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

緑 災害復旧・関連（当年度施行）

【推進費施行区間】

河道掘削
V=15,000m3

24k

25k
26k

27k

H29.7.5出水の浸水エリア

護岸崩壊

護岸崩壊

高水敷保護工流出

① ③

②
A

A’
耶馬溪町

耶馬溪ダム

●

【施行箇所】

下郷観測所

英彦山

今回洪水痕跡水位

約40m

約1.5m

河道掘削

Ａ－Ａ’

約100m

【断面図】

店舗2件が床下浸水

浸水家屋① 浸水家屋

A’

A①

③
②

25ｋ800付近

河道掘削

②

山国川

溢水による国道212号の冠水状況（25ｋ800付近）

③



筑後川

有田川

8
k

7k

6k

5k

4k
3k

2k

1k

0k

①

直轄上流端

河道掘削 V=114,000ｍ3
施行区間 2k800～3k200

3k400～3k800
5k600～6k000
6k600～7k000

Ｈ２４激特事業区間

築堤

城内頭首工改築

小野川

災害関連（土砂堆積）

護岸崩壊、
高水敷浸食

高水敷浸食

基礎洗掘、護岸崩壊

基礎洗掘

法面侵食

基礎洗掘、
護岸崩壊

法面
侵食

護岸崩壊

護岸崩壊

土砂堆積

基礎洗掘、
護岸崩壊

基礎洗掘 土砂堆積

➁

➂

基礎洗掘、護岸崩壊

A’

A

B’

B

平成29年７月九州北部豪雨により、花月川では床上浸水などの浸水被害

が生じた。

今後の豪雨に対し、再度災害防止を図るため、推進費を活用して緊急的

に河道掘削を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

大分県日田市丸山地先～住吉地先

１，０００

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）１，０００

（５） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（筑後川水系花月川）
チク ゴ カゲツ

ヒ タ マルヤマ スミヨシ

５

【平面図】

【断面図】

※ H24激特事業実施期間：H24~H29

斜面長約300m

支川小野川上流(山腹崩壊状況)

花月川3k400付近（洪水流下状況）

写真① ■土砂堆積状況

花月川3K600付近

写真➁

■土砂堆積状況

花月川6K600付近

写真➂

75

80

85

90

95

75

80

85

90

95

0 50 100

A-A’断面

【河道掘削（横断図）】

河道掘削

河道幅 約60m

B=約50m

H=約2.5m

①花月川3k400付近（洪水
流下状況）

【河道掘削（横断図）】

95

100

105

110

115

95

100

105

110

115

-100 -50 0 50

河道掘削
HWL

河道幅 約60m

B=約30m

H=約2m

B-B’断面

【位置図】



平成29年７月九州北部豪雨により、大規模な山腹崩壊が発生して大量の土砂

が流出し、筑後川に堆積している。

堆積した土砂の影響で水位が上昇し、新たな浸水被害が発生するおそれがあ

ることから、推進費を活用して緊急的に河道掘削を実施することで、水位上昇に

よる浸水被害の拡大を防止し、地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

福岡県朝倉市八幡地先～林田地先

６７０

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）６７０

（６） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（筑後川水系筑後川）
チク ゴ チクゴ

アサクラ ヤハタ ハヤシダ

６

朝倉雨量観測所

朝倉雨量観測所

43K
61K

災害推進費 施行区間

施行箇所

片ノ瀬水位観測所

A’

A

B’

B

C’

C

河道掘削 V=29千m3

A’

A

①林田地先
写真➁

写真➀

筑後川の土砂堆積状況（7/20）

河道幅 L=約

H=約2m

A-A’断面

河道掘削

B=約70m

②原鶴地先～中鶴地先

出水前の状況 出水後の土砂堆積状況

■原鶴地先 55k000～55k800

写真➁

河道掘削V=15千m3

55k000

55k800

河道掘削V=30千m3

57k200

57k600

← 筑後川

B’

B

C’

C

55k800

55k000

■原鶴地先 堆積箇所

57k200
57k600

■中鶴地先 堆積箇所

写真➂写真➀

B-B’断面

H=約1m

B=約50m

H.W.L
河道幅 約200m

河道掘削
H=約1m

B=約100m

H.W.L
河道幅 約250m

C-C’断面

河道掘削

出水後の土砂堆積状況写真➃

■中鶴地先 57k200～57k600

【平面図】

【断面図】

【位置図】

【平面図】

【平面図】

【断面図】



平成29年７月17日から18日の豪雨により、田の口沢川から溢水し、浸水被

害が生じた。

公共土木施設に被害がなかったが、推進費を活用して緊急的に河川改修

を行うことで、河川の流下能力を向上させ、再度災害防止を図り、地域住民

の安全・安心を確保する。

福島県

福島県南会津郡只見町大字只見地内

３２０

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）１６０

（７） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（阿賀野川水系田の口沢川）
ア ガ ノ タ クチザワ

ミナミアイヅグン タダ ミ マチ タダ ミ

７

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

黒 施行完了箇所
施行箇所

只見町
只見雨量
観測所

田の口沢川

田ノ口沢

BC6
EC5

BC7
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.
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w

w
376.276
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木2

木2

蔵
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木2
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倉　庫

木2
木2

木2

木2

作業場

原線17

原線 7
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原線13左４

原 線3東4

原 線7南4

電放線 99

w

w

ww

369.409

369.339

372.999

372.031

371.409

371.521

371.631

371.941

372.401

371.768

372.918

373.918

373.858
374.168

372.927

376.166

376.266

373.142

47

369.719

373.538

371.581

373.099

369.549

w

電開只見寮

木1

橋本屋旅館

木2

木2
理容

田ノ口沢

田ノ口沢川

w

w

375.993375.983375.863

木2

電放線 100

原 線7南5

375.596
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TR25+10.9HA02KA01 KA02 KA03
KA05
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10.94

19.92
11.13

4.97

TL25+10.9
HA13

KA11

KA18

KA14KA13

KA17

KA04 HA03

推進費施行区間Ｌ＝１３３．０ｍ

護岸工L=133.0m
掘削工V=1,800.0m3
仮設工 1式
測量設計費 １式
補償費 １式

A ’

A

電柱移転N=2本

1

２

改修後水位

被災水位

A-A’断面

護岸工

掘削工

平成２９年７月１８日早朝 出水状況

（国道２５２号橋梁 下流付近）

①

【位置図】

【断面図】

【平面図】

被災前状況

➁
改修済み区間

未改修区間

浸水範囲



平成29年７月14日の豪雨により、合瀬川から越水し、浸水被害が生じた。

公共土木施設に被害がなかったが、推進費を活用して緊急的に河川改修

を行うことで、河川の流下能力を向上させ、再度災害防止を図り、地域住民

の安全・安心を確保する。

愛知県

愛知県丹羽郡大口町新宮、萩島地先

６００

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）３００

（８） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

流域治水対策事業（庄内川水系合瀬川）
ショウナイ アイ セ

ニ ワ グンオオグチチョウシンミヤ ハギシマ

８

【位置図】

凡 例

赤
推進費施行箇所

（当年度施行）

黄 次年度以降の実施予定

黒 施行完了箇所

五

条

川 ×

拡大図

大口町

扶桑町

犬山市

小牧市

越水箇所

合

瀬

川

フソウ

オオグチ

イヌヤマ

コマキ

楽田雨量観測所
ガクデン

H.W.L ▽30.14m 工事後水位 D.H.W.L 29.82m

実績水位 D.H.W.L 30.04m

標準断面図(A-A)
現況市道現況市道

掘削工

市道復旧工 市道復旧工

築堤工
築堤工構造物撤去工

仮設工
(大型土のう)

護岸工 護岸工

1
0
k
8
8
0

1
2
.
5
k

1
2
.
0
k

1
1
.
5
k

1
1
.
0
k

1
0
.
5
k

A

A

浸水エリア
越水箇所

1
1
k
9
8
0

樋管工 1箇所

改修済

犬山市
楽田大円
２丁目

犬山市
楽田大円
１丁目

大口町
外坪３丁目

大口町
外坪１丁目

大口町
外坪１丁目

大口町
萩島２丁目

大口町
新宮１丁目

大口町
新宮２丁目

推進費施行区間 L=1,100m

築堤工 L=1,314m, 掘削工 V=25,400m3
護岸工 L=1,314m, 構造物撤去工 1式
仮設工 1式
市道復旧工 A=4,100m2, 樋管工N=1箇所

平成29年7月14日浸水範囲

①

➁

③

越流箇所

① ➁ ③

※施工箇所の現状

新川

(流域)

シン

施行箇所
合瀬川
アイセ

○名古屋市

オオグチチョウ

愛知県大口町

【平面図】

【断面図】

旗揚げの工種の記載が細かい。

公表用の資料にあたり、旗揚げを簡略化した方
がいいのではないでしょうか。
ご検討願いします。

旗揚げを簡略化し
ました。

溢水から越水に表
記を修正しました。



平成29年６月21日の梅雨前線に伴う豪雨により、神宮寺川から溢水し、浸

水被害が生じた。

公共土木施設に被害がなかったが、推進費を活用して緊急的に河川改修

を行うことで、河川の流下能力を向上させ、再度災害防止を図り、地域住民

の安全・安心を確保する。

静岡県

静岡県浜松市北区引佐町栃窪地先

１００

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）５０

（９） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（都田川水系神宮寺川）
ミヤコダ ジングウジ

ハママツ キタク イナサチョウ トチクボ

９

【平面図】

【断面図】

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

青 当初実施箇所（当年度施行）

黒 施行完了箇所

施行箇所

細江観測所

3.000

Co

▽ HWL　計画高水位

3.000
河川区域

河川区域

標準断面図（A-A）

20

20

20

タ
E

As

As

Co

Co

As

Co

Co

(二)神宮寺川

(二
)神

宮
寺
川

水
神
橋

黒
渕
橋

As

Ｗ

Ｗ

Co

g

As

As

As

As

CM

CM

As

E

16ネ532

16ネ
531

ポン
プ

16 ネ534

16ネ441

16ネ353

16ネ342

16ネ237

広報

16ネ455

16ネ352

A.16-1

g

g

g

イナサ49

g

As

推進費施行区間 L=320ｍ

浜松市北区引佐町栃窪地先
ハママツシキタク イナサチョウトチクボ

Ａ

黒渕橋

Ａ

水神橋

築堤工
掘削工 築堤工

水路工

構造物撤去工

用地買収

浸水範囲
すいじん

くろぶち

①

②

築堤工 L=600m 掘削工 V=5,500㎥ 構造物撤去工 １式

水路工 L=200m 用地買収費 A=6,800㎡ 物件補償費 A=4,000㎡

浸水状況

浸水写真 水防活動真

① ②

神宮寺川 2.5k（H29.6.21 13時） 神宮寺川 2.5k（H29.6.21 13時）

【位置図】

旗揚げを簡略化し
ました。



平成29年６月20日から21日の梅雨前線に伴う豪雨により、佐野川から溢水し、

浸水被害が生じた。

公共土木施設に被害がなかったが、推進費を活用して緊急的に河川改修を行

うことで、河川の流下能力を向上させ、再度災害防止を図り、地域住民の安全・

安心を確保する。

和歌山県

和歌山県新宮市三輪崎地内

１４０

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）７０

（10） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（佐野川水系佐野川）
サ ノ サ ノ

シングウ ミ ワサキ

１０

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

青 当初実施箇所（当年度施行）

黄 次年度以降の実施予定

黒 施行完了箇所

佐野川

和歌山県

新宮市

佐野川

施行箇所

三輪崎雨量観測所（県）

国道４２号

浸水箇所
床上浸水家屋
床下浸水家屋
道路冠水箇所

推
進
費

施
行
区
間

L=
30

m

□ 現況河道

上部工

下部工

護岸工

掘削工

凡例
■ 推進費要求箇所
■ 当初実施箇所
■ 次年度以降
■ 現況河道

道路

上部工 1式
下部工 N=2基

取合道路工
A=200㎡

仮設道路工
A=450㎡

仮河川工
L=100m

護岸工
L=30ｍ

電柱移設
１式

水道移設
L=30m×2

①

②

被災状況写真

①

被災状況写真

②

第一佐野橋

第一佐野橋が流水を阻害

越流箇所

【位置図】

【平面図】

【断面図】

表記を外の河川に
合わせて、修正しま
した。



平成29年７月27日の崖崩れにより一般県道槍ヶ岳公園線で２日間の全面

通行止めが発生し、その後、片側交互通行規制を行っている。

災害復旧事業の要件に該当しないことから、推進費を活用して緊急的に

法面対策を行うことで、再度災害防止を図り、通行者等の安全・安心を確保

する。

岐阜県

岐阜県高山市奥飛騨温泉郷神坂

１４０

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）７０

（11） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業（一般県道 槍ヶ岳公園線）
ヤリガタケコウエン

タカヤマ オク ヒ ダオンセンゴウカンサカ

１１

【平面図】

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

写真② 【発生源付近の状況】 H29.7撮影

発生源上部の岩塊（上空より撮影）

施行箇所

一般県道 槍ヶ岳公園線
岐阜県高山市奥飛騨温泉郷神坂地内

広域
図

E41

飛騨清見IC

至高山市街

至 松本安房トンネル

登山道
登山道

（国）158号

至 上高地

奥飛騨温泉郷

登山道

施行箇所

中部縦貫自動車道

岐阜県

長野県

至富山

中崎
地区

E67

写真④ 【規制状況】 H29.7撮影

片側交互通行 L=約300m

施工延長 Ｌ＝30m W=6.0（7.5）m
法面工
根固工 V ＝3800m3

至 新穂高ロープウェイ

写真③
写真④

写真①（上空より撮影）

写真②

Ａ

Ａ

法面工
根固工
Ｌ＝30m Ｖ＝3800m3

発生源

H＝43m 

写真③ 【落石状況】 H29.7撮影

崩壊後の岩塊

写真① 【被災状況】 H29.7撮影

至 高山市街、
飛騨市街

至 新穂高温泉

（一）槍ヶ岳公園線

発生源

落石

落石

発生源上部の岩塊にも
亀裂を確認

写
真
②

写真④

同一発生源から分離し
て落下

根固工

写真③

【位置図】

【断面図】
（Ａ－Ａ）



平成29年４月18日の崖崩れにより主要地方道笠置山添線で44日間の全

面通行止めが発生した。

災害復旧事業の要件に該当しないことから、推進費を活用して緊急的に

落石防護工等の落石対策を行うことで、再度災害防止を図り、通行者等の

安全・安心を確保する。

京都府

京都府相楽郡笠置町大字笠置地先

１８２

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）９１

（12） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業（主要地方道笠置山添線）
カサギ ヤマゾエ

ソウラク カサギチョウ カサギ

１２

情報板、
遮断機破損

落石：3.5m×3.0m×2.5m

被災状況

法面状況①

写
①

写
②

崩壊跡
幅10m×深さ3m

オーバーハングし
ている部分は
土砂・雑木等を除
去工（●）
により撤去

落石経路

写
⑤

■：ロープ掛工

安全に撤去できる石は除去
↓

＜除去できないもの＞
・斜面上にある岩塊
・除去すると土砂くずれを伴うもの

●：除去工
写
⑥

■：ロープ伏工
落石が滑動や転落しないようにワイ
ヤロープを格子状に組み、主ロープの
交点部及びロープの端部にアンカーを
設け、斜面上に固定する。

写
⑦

出典：国土地理院地図

奈良市柳生地区

笠置町中心市街地

L=14.6km （約30分）

通常経路

L=3.0km （約6分）
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至奈良県→

←至笠置町

写
①

写
⑤

写
②

A’

A

（主）笠置山添線

写
⑥

写
④

写
③

用地費 A=2700m2

写
⑦

落石防護工 A=2100m2

対策範囲 L=120ｍ
情報板・遮断機

推進費対象範囲

推進費要求箇所（当年度施工）赤

凡 例

落石防護工

除去工（土砂等を含む）

ロープ掛・伏工

岩接着工

▲：岩接着工
写
④

岩

岩

岩

A sg

岩

岩

1 9
0
0 0

標準1500
0

7000

落石防護工
A=2,100ｍ2

幅20m

高
さ
25
ｍ

：落石防護工

法面状況②

写
③

Φ0.8m程度の不安定な
転石が多数分布

↓
落石防護工により対策

【平面図】

【位置図】 【断面図】
（ A－A´ ）

推進費施行箇所（当年度施行箇所）

凡 例

落石防護工

除去工（土砂等を含む）

ロープ掛・伏工

岩接着工

施行箇所



平成29年７月24日の崖崩れにより主要地方道佐渡一周線で２日間の全面

通行止めが発生し、その後、片側交互通行規制を行っている。

災害復旧事業による原形復旧に合わせて、推進費を活用して緊急的に落

石防護壁工等の落石対策を行うことで、再度災害防止を図り、通行者等の

安全・安心を確保する。

新潟県

新潟県佐渡市豊岡地内

１１０

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）５５

（13） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業（主要地方道佐渡一周線）
サド イッシュウ

サド トヨオカ

１３

【位置図】

小木港

柿野浦集落

佐渡病院

施行箇所

佐渡一周線

佐渡縦貫線

両津真野赤泊線
多田皆川金井線

佐渡市役所
一般国道350号

右回りルート
・両津港まで L=28km（約56分）
・市役所まで L=40km（約80分）

左回りルート
・両津港まで L=72km（約144分）
・市役所まで L=60km（約120分）

通行止め箇所

災害により島内を縦断する県道が通行止めとなった場合、当該箇所が被災すると、佐渡
市役所、佐渡病院、両津港までは一般国道350号及び佐渡一周線での迂回を余儀なくさ
れる。

東鵜島集落

岩首集落

柿野浦観測局

両津港

松ヶ崎の被災

前浜小中学校

文

写真①：被災状況H29.7.25撮影

至 小木港

至 両津港

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

緑 災害復旧・関連（当年度施行）

黒 施行完了箇所

写真②：斜面上部の岩塊H29.8.9撮影

崖崩れ発生箇所

崩壊状況【全景】

至 小木港 至 両津港

新潟市

佐渡市

新潟県

落石防護壁工 L=105m

至 小木港

至 両津港

落石防護壁工 L=75m

落石防護壁工
L=45m

②

①

ⅰ

H
=
7
0
m

← ⅰ

3
5
0
0

1050 1500 700

3250

As

車道 路肩

落石防護壁工
H=3500

外
側
線

6000 1250

落石防護壁工
H=3500

【平面図】【断面図】
（Ａ－Ａ断面）：全体

【断面図】
（Ｂ－Ｂ断面）：下部



平成29年４月17日の崖崩れにより市道新澄川線で全面通行止めが発生した。人

的被害はなかったものの、迂回により地域の生活と経済に深刻な影響を与えている。

災害復旧事業の要件に該当しないことから、推進費を活用して緊急的に吹付法枠

工等の法面対策を行うことで、再度災害防止を図り、通行者等の安全・安心を確保

する。

益田市

島根県益田市匹見町澄川地内

２００

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）１００

（14） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業（市道新澄川線）
シンスミガワ

マスダ ヒキミチョウ スミカワ

１４

斜面中腹がけ崩れ状況H29.04.21撮影

②

施行箇所
島根県益田市

被災状況全景H29.04.21撮影

①

崩壊土砂
の堆積域

今回の崩壊地

市道新澄川線至 益田市
内

至広島県
廿日市市

①
③

被災延長 L=36.0ｍ

吹付法枠工

ロープ伏工

落石防護柵工

吹付法枠工A＝2,500㎡
ロープ伏工A=215㎡
落石防護柵工L=36.0m

②

A’

A

断面図 H=2.0m

市道

落石防護柵

吹付法枠工
30×30-200

2.
00

H=75m

礫質土

崩土

軟岩Ⅰ

軟岩Ⅰ

W＝9.18

ロープ伏工

○高齢者生活福祉センター
○国民健康保険匹見澄川診療所

○匹見下地区振興センター

施行箇所

三出原集落

澄川トンネル

土井ノ原集落

：国道488号
：県道美都澄川線
：市道新澄川線
：その他の市道

：バス停

・ ：通常・迂回バス：約1,700m→約2,600m、約 5分→約10分
・ ：通常・迂回徒歩：約 650m→約1,900m、約11分→約30分

能登集落

国道488号

能登口
仮バス停

○サマーキャンプ

至 広島県
廿日市市

迂回徒歩ルート

長尾原集落

落石防護柵破損状況H29.07.28撮影

至広島県
廿日市市

至 益田市内

③

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

【位置図】

【平面図】

【断面図】
（A－A’）



⇐至熊本市

仮設落石防護柵

大型土のう工（仮設工）100m

一般国道５７号線 至：天草地方⇒

国有林界

断面位置

掘削工・転石破砕工 36千㎥
法面工 6千㎡
仮設工 1式

落石防護柵工

A

A’

⇐ 至：熊本地方

平成29年５月24日の崖崩れにより国有林の嶽地区から一般国道57号線に落石が発生

した。斜面には不安定な岩塊が残存しており、今後の大雨等でさらなる崩壊が発生する

可能性が高い。

災害復旧事業の要件に該当しないことから、推進費を活用して緊急的にモルタル吹付

等の法面対策を行うことで、再度災害防止を図り、通行者等の安全・安心を確保する。

林野庁

熊本県宇城市三角町（嶽国有林316イ林小班）

３８２

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）３８２

（15） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

国有林野内治山事業（嶽地区）
タケ

ウ キ ミス ミ マチ タケ リンショウハン

１５

【位置図】

【平面図】

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

青 当初実施箇所（当年度施行）

崩壊地と一般国道57号線
崩壊地近景

落石状況

落石

© Craft MAP

落石防護柵工

推定地山線

現況地形

法切工（モルタル吹付工）

転石処理工

【断面図】
（A－A’）

施行箇所


